各学年の指導事項と授業時数の配当（第３･４学年）

	学年
	月
	ページ
	単元名
	教材名
	学習指導要領の内容
	配当時数

	
	
	
	
	
	伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
	その他の

指導事項
	

	
	
	
	
	
	(2)の事項
	(1)の事項
	
	

	3
	4
	表2-P1
	
	三年生から毛筆を使った学習が始まるよ
	ウ
	
	
	適宜

	
	
	P2-3
	
	用具の使い方
	ウ
	
	
	

	
	
	P4-5
	１ 毛筆のきほんを

　 知ろう
	書くときのしせい
	ウ
	
	
	毛2

	
	
	P6-7
	
	筆の持ち方
	ウ
	
	
	

	
	5
	P8-9
	２ 漢字の筆使いを

　 たしかめよう
	点画のしゅるい
	ウ
	ウ(ウ)
	
	毛1

	
	
	P10-13
	
	ほ先の向きとじくのかたむき／「横画」
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2～3

	
	6
	P14-15
	
	「たて画」
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2

	
	
	P16-17
	
	手紙の書き方　〈国語〉
	ア・イ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	Ｂ(1)ウ・オ(2)エ
	硬2

	
	7
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	P18-19
	
	「おれ」
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2

	
	9
	P20-21
	
	力の入れ方
	ウ
	
	
	毛1

	
	
	P22-23
	
	「左はらい」「右はらい」
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2

	
	10
	P24-25
	
	「点」「曲がり」
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2

	
	
	P26-27
	
	「そり」
	ウ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	
	硬2(毛2)

	
	11
	P28-29
	３ 平がなの筆使いを

　 たしかめよう
	丸み
	ウ
	
	
	毛2

	
	
	P30-31
	４ 漢字の組み立てを

　 知ろう
	部分の組み立て方
	ア
	ウ(イ)(ウ)
	
	硬1

	
	12
	P32-33
	５ 文字の配列を

　 考えよう
	行の中心
	ア・イ
	ウ(イ)
	
	毛2

	
	
	P35-36
	
	横書き
	イ
	ウ(ア)(イ)
	
	硬2

	
	1-3
	P36-39
	６ 学習したことを

　 生かして書こう
	書きぞめ
	ア・イ・ウ
	イ(ウ)，ウ(イ)
	
	毛3～5

	
	
	P40-41
	
	三年生のまとめ
	ア・イ・ウ
	ウ(イ)
	
	毛3

	
	適宜
	P42-43
	しりょう
	はがきの書き方／げんこう用紙の使い方
	ア・イ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	Ｂ(1)ウ・オ(2)エ
	適宜

	
	
	P44
	
	字形の整え方
	ア
	ウ(イ)
	
	

	
	
	P45
	
	平がな／かたかな
	ア
	
	
	

	
	
	P46-47
	
	一・二年生で学習した漢字
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	

	
	
	P48-50
	
	三年生で学習する漢字
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	

	
	3
	P55
	
	〔もっと知りたい〕筆ができるまで
	ウ
	
	
	毛1

	4
	4
	表2-P1
	
	書写で学習したことは，どんな場面で生かせるかな
	ア・イ
	
	
	適宜

	
	
	P2-3
	
	学習の進め方
	ア・イ・ウ
	
	
	

	
	
	P4-5
	
	書くときのしせい／筆の持ち方
	ウ
	
	
	

	
	
	P6-7
	
	点画の種類
	ウ
	
	
	

	
	
	P8-9
	１ 筆順と字形の関係を

　 考えよう
	筆順と字形 １
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛3～4

	
	5
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	P10
	
	筆順と字形 ２
	ア
	ウ(イ)
	
	硬1～2

	
	6
	P11
	
	筆順と画の付き方 １
	ア
	ウ(イ)
	
	硬1～2

	
	
	P12-13
	
	筆順と画の付き方 ２
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2～3

	
	7
	P14-15
	２ 漢字の組み立てを

　 考えて書こう
	部分の組み立て方（左右）
	ア・ウ
	ウ(イ)(ウ)
	
	毛3

	
	9
	P16-17
	
	部分の組み立て方（「かまえ」「たれ」）
	ア・ウ
	ウ(イ)(ウ)
	
	毛2

	
	
	P18-19
	
	部分の組み立て方（上下）
	ア・ウ
	ウ(イ)(ウ)
	
	毛3

	
	10
	P20-21
	３ 平がなの筆使いを

　 たしかめよう
	「結び」
	ア・ウ
	
	
	毛3

	
	11
	P22-23
	４ 文字の大きさと

　 配列を考えて書こう
	漢字とかなの大きさ，配列（行の中心と字間）
	イ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	
	硬2

	
	
	P24-25
	
	文章を読みやすく書くために　〈国語〉
	ア・イ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	Ｂ(1)ウ・オ(2)ウ
	硬1～2

	
	12
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	P26-27
	
	漢字どうしの大きさ
	イ・ウ
	ウ(イ)
	
	毛2～3

	
	1-3
	P28-31
	５ 学習したことを

　 生かして書こう
	書きぞめ
	ア・イ・ウ
	イ(イ)(ウ)，ウ(イ)
	
	毛3～5

硬0～2

	
	
	P32-33
	
	四年生のまとめ
	ア・イ・ウ
	イ(イ)(ウ)，ウ(イ)
	
	毛3

	
	適宜
	P34-35
	しりょう
	手紙の書き方／はがきの表書き／げんこう用紙の使い方
	ア・イ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	Ｂ(1)ウ・オ(2)エ
	適宜

	
	
	P36-37
	
	新聞を読みやすく書く工夫／横書きの書き方
	ア・イ
	イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)
	Ｂ(1)ウ・オ(2)イ
	

	
	
	P38-39
	
	平がな／かたかな／ローマ字
	ア
	
	
	

	
	
	P40-41
	
	三年生で学習した漢字／字形の整え方
	ア
	ウ(イ)
	
	

	
	
	P42-44
	
	四年生で学習する漢字
	ア・ウ
	ウ(イ)
	
	

	
	3
	P49
	
	〔もっと知りたい〕紙・すみ・すずりができるまで
	ウ
	
	
	毛1


学習指導要領の内容（第３･４学年）　※該当箇所抜粋

	Ｂ　書くこと
	(1)指導事項
	ウ　書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や字例を挙げて書くこと。

	
	
	オ　文章の間違いを正したり，よりよい表現に書き直したりすること。

	
	(2)言語活動例
	イ　疑問に思ったことを調べて，報告する文章を書いたり，学級新聞などに表したりすること。

	
	
	ウ　収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。

	
	
	エ　目的に合わせて依頼状，案内状，礼状などの手紙を書くこと。

	伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
	(1)イ　言葉の特徴やきまりに関する
事項
	（イ）漢字と仮名を用いた表記などに関心をもつこと。

	
	
	（ウ）送り仮名に注意して書き，また，活用についての意識をもつこと。

	
	
	（エ）句読点を適切に打ち，また，段落の始め，会話の部分などの必要な箇所は行を改めて書くこと。

	
	(1)ウ　文字に関する事項
	（ア）第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，ローマ字で表記されたものを読み，また，ローマ字で書くこと。

	
	
	（イ）第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。

	
	
	（ウ）
漢字のへん，つくりなどの構成についての知識をもつこと。

	
	(2)書写に関する事項
	ア　文字の組立て方を理解し，形を整えて書くこと。

	
	
	イ　漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと。

	
	
	ウ　点画の種類を理解するとともに，毛筆を使用して筆圧などに注意して書くこと。


	４月
	三年生から毛筆を使った
学習が始まるよ［教科書 巻頭］
◎毛筆学習の意義について理解し，書写学習への関心を高めることができる。［伝国(2)ウ］
	適宜
	１「三年生から毛筆を使った学習が始まるよ」を見て，毛筆で学習する意義を確かめる。

２１年間の学習内容や学習の進め方を知る。
	【関】毛筆学習に対する関心を高めている。



	
	用具の使い方［教科書P2-3］
◎毛筆用具の置き方や片付け方などを理解することができる。［伝国(2)ウ］
	
	１毛筆用具の名称や準備の仕方を知る。

２用具の片づけ方を知る。
	【関】毛筆用具に関心を示し，正しく扱おうとしている。

【知】毛筆用具の名称，準備や片付けの仕方を理解している。

	
	１．毛筆のきほんを知ろう

	
	書くときのしせい

［教科書P4-5］

◎毛筆で書くときの姿勢を理解することができる。［伝国(2)ウ］
	毛筆

２
	１P4-5の写真を見て，毛筆で書くときの姿勢を知る。

２唱え歌「足は　ぺったん。せなかは　ぴん。…」に合わせて姿勢を確かめる。
	【関】毛筆で書くときの姿勢を意識し，P4-5の写真に合わせた姿勢をとろうとしている。

【知】毛筆で書くときの姿勢を理解している。

【技】P4-5の写真に合わせた姿勢をしている。

	
	筆の持ち方［教科書P6-7］
◎筆の持ち方を理解することができる。［伝国(2)ウ］
	
	１P6上段の写真を見て，筆の持ち方を知る。

２P6下段の写真を見て，筆は鉛筆より立てて持つことを知る。

３姿勢や筆の持ち方に気を付けて，毛筆でP7のような線を書く。
	【関】教科書の写真のように筆を持とうとしている。

【知】筆の持ち方を理解している。

【技】学習した姿勢と筆の持ち方で書いている。

	５月
	２．漢字の筆使いをたしかめよう

	
	点画のしゅるい［教科書P8-9］
◎点画の種類と名称を理解することができる。［伝国(1)ウ(ウ)，(2)ウ］
	毛筆

１
	１漢字は点画の組み合わせでできていることを確かめる。

２「二・土・日・木・光・心」の点線で示された点画を指でなぞり，点画の名称を確かめる。
	【関】点画の種類に関心を持ち，覚えようとしている。

【知】点画の種類と名称を理解している。

	
	ほ先の向きとじくのかたむき／「横画」［教科書P10-13］
◎横画の筆使いを理解して書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	毛筆

２～３
	１P10「たいせつ」を見て毛筆で点画を書くときには，穂先をいつも左斜め上に向けること，筆の軸を立てて持つことを知る。

２P11-12の図と解説を見て，始筆・送筆・終筆について知る。

３P12「たいせつ」を見て，横画の書き方を確かめる。

４横画の筆使いを確かめ，手で空書きした後，墨の付いていない筆でなぞる。

５横画の筆使いに気を付けて，毛筆で「二」を書く。

６毛筆の学習を生かして，硬筆で横画をもつ漢字を書く。
	【関】横画の筆使いに気を付けて書こうとしている。

【知】横画の筆使いを理解している。

【技】横画の筆使いに気を付けて書いている。

	６月
	「たて画」［教科書P14-15］

◎縦画の筆使いを理解して書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	毛筆

２
	１縦画の筆使いを知り，手で空書きした後，墨の付いていない筆でなぞる。

２縦画の筆使いに気を付けて，毛筆で「土」を書く。

３毛筆の学習を生かして，硬筆で縦画をもつ漢字を書く。
	【関】縦画の筆使いに気を付けて書こうとしている。

【知】縦画の筆使いを理解している。

【技】縦画の筆使いに気を付けて書いている。

	
	手紙の書き方<国語>

［教科書P16-17］

◎手紙文の型，封筒への住所や宛名の書き方を知り，丁寧に書くことができる。［伝国(1)イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)，(2)ア･イ］

○相手に気持ちを伝える手紙を書くことができる。［Ｂ(1)ウ・オ，(2)エ］
	硬筆

２
	１手紙文の型，封筒への住所や宛名，差出人の書き方を知る。

２相手に気持ちを伝える手紙を書く。
	【関】相手に気持ちを伝える手紙を意欲的に書こうとしている。

【知】手紙文の型，封筒の書き方を理解している。

【技】丁寧に手紙を書いている。

	７月
	
	
	
	

	
	「おれ」［教科書P18-19］
◎折れの筆使いを理解して書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	毛筆

２
	１折れの筆使いを知り，手で空書きした後，墨の付いていない筆でなぞる。

２折れの筆使いに気を付けて，毛筆で「日」を書く。

３毛筆の学習を生かして，硬筆で折れをもつ漢字を書く。
	【関】折れの筆使いに気を付けて書こうとしている。

【知】折れの筆使いを理解している。

【技】折れの筆使いに気を付けて書いている。


	９月
	力の入れ方［教科書P20-21］
◎筆圧と点の大きさ・線の太さの関係を知り，いろいろな太さの線を書くことができる。［伝国(2)ウ］
	毛筆

１
	１P20の写真を見て，筆圧と点の大きさ･線の太さの関係を知る。
２墨の付いていない筆でP20-21の線をなぞり，力の入れ方を確かめる。

３筆に墨を付け，筆圧を変えて，いろいろな太さの線を書く。
	【関】筆圧を調節して，いろいろな太さの線を書こうとしている。

【知】筆圧によって，点の大きさや線の太さが変わることを理解している。

【技】筆圧を調節して，いろいろな太さの線を書くことができる。

	
	「左はらい」「右はらい」

［教科書P22-23］
◎左払いと右払いの筆使いを理解して書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	毛筆

２
	１左払い・右払いの筆使いを知り，手で空書きした後，墨の付いていない筆でなぞる。

２左払い・右払いの筆使いに気を付けて，毛筆で「木」を書く。

３毛筆の学習を生かして，硬筆で左払いや右払いをもつ漢字を書く。
	【関】左払い・右払いの筆使いに気を付けて書こうとしている。

【知】左払い・右払いの筆使いを理解している。

【技】左払い・右払いの筆使いに気を付けて書いている。

	10月
	「点」「曲がり」［教科書P24-25］
◎点と曲がりの筆使いを理解して書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	毛筆

２


	１点と曲がりの筆使いを知り，手で空書きした後，墨の付いていない筆でなぞる。

２点と曲がりの筆使いに気を付けて，毛筆で「光」を書く。

３毛筆の学習を生かして，硬筆で点や曲がりをもつ漢字を書く。
	【関】点と曲がりの筆使いに気を付けて書こうとしている。

【知】点と曲がりの筆使いを理解している。

【技】点と曲がりの筆使いに気を付けて書いている。

	
	「そり」［教科書P26-27］
◎反りの筆使いを理解することができる。［伝国(1)イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)，(2)ウ］
	硬筆

２

毛筆

２


	１反りの筆使いを知り，手で空書きした後，墨の付いていない筆でなぞる。

２反りの筆使いに気を付けて，硬筆で反りをもつ漢字を書く。

３片仮名は，漢字と同じ筆使いで書くことを知る。

４これまでに学習した点画の筆使いを生かして，硬筆で文章を書く。
	【関】反りの筆使いを理解しようとしている。
【知】反りの筆使いを理解している。

【技】反りの筆使いに気を付けて書いている。

	11月
	３．平がなの筆使いをたしかめよう

	
	丸み［教科書P28-29］
◎平仮名の筆使いを理解して書くことができる。［伝国(2)ウ］
	毛筆

２
	１漢字と平仮名の筆使いを比べ，違いを見つける。

２平仮名の筆使いは，漢字に比べて丸みがあることを知る。

３平仮名の筆使いに気を付けて，毛筆で「つり」を書く。

４毛筆の学習を生かして，硬筆で「つり・にじ」を書く。
	【関】漢字と平仮名の筆使いの違いを進んで見つけようとしている。

【知】平仮名の筆使いは，漢字に比べて丸みがあることを理解している。

【技】平仮名の筆使いに気を付けて書いている。

	
	４．漢字の組み立てを知ろう

	
	部分の組み立て方

［教科書P30-31］
◎左右の組み立て方に気を付けて，字形を整えて書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)(ウ)，(2)ア］
	硬筆

１
	１「日」「青」「晴」を見比べ，一つの文字の部分になったときの変化を調べる。

２左右二つの部分でできた漢字は，それぞれの部分の幅を狭くすると字形が整うことを知る。

３左右の部分の組み立て方に気を付けて，硬筆で漢字を書く。


	【関】左右の組み立て方に気を付けて，字形を整えて書こうとしている。

【知】左右二つの部分でできた漢字の組み立て方を理解している。

【技】左右の組み立て方に気を付けて，字形を整えて書いている。

	12月
	５．文字の配列を考えよう

	
	行の中心［教科書P32-33］
◎文字の中心に気を付けて，行を整えて書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･イ］
	毛筆

２
	１二つの「図工室」を見比べ，読みやすい方を選び，その理由を考える。

２文字の中心を揃えると，行が整って読みやすくなることを知る。

３文字の中心を見つける目安を確かめる。

４行の中心に気を付けて，毛筆で「立冬」を書く。

５毛筆の学習を生かして，硬筆で言葉を書く。


	【関】行を整える方法を進んで考えようとしている。

【知】文字の中心を揃えると，行が整って読みやすくなることを理解している。

【技】文字の中心を見つけ，行を整えて書いている。

	
	横書き［教科書P35-34］
◎横書きの書き方を知り，行を整えて書くことができる。［伝国(1)ウ(ア)(イ)，(2)イ］
	硬筆

２
	１２種類の横書きの書き方を知り，硬筆で「石の上にも三年」を書く。

２上下の高さに気を付けて，算用数字を書く。

３文字の高さと位置の違いなどに気を付けて，ローマ字で自分の名前を書く。


	【関】行を整えて書こうとしている。

【知】横書きの書き方を理解している。

【技】横書きの書き方を知り，行を整えて書いている。

	１月
	６．学習したことを生かして書こう

	
	書きぞめ

［教科書P36-39･P54-51］
◎これまでに学習したことに気を付けて書くことができる。［伝国(1)イ(ウ)，ウ(イ)，(2)ア･イ･ウ］
	毛筆

３～５
	１小筆の持ち方や使い方，墨のすり方を知る。

２「たいせつ」を見て，これまでに学習したことを確かめる。

３これまでに学習したことに気を付けて，毛筆で「正月」や「美しい心」を書く。
	【関】これまでに学習したことに気を付けて，意欲的に書こうとしている。

【知】小筆の持ち方や使い方，墨のすり方を理解している。

【技】これまでに学習したことに気を付けて書いている。

	２月

３月
	三年生のまとめ

［教科書P40-41］
◎これまでに学習したことを確かめ，めあてを決めて書くことができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･イ･ウ］
	毛筆

３
	１３年生で学習したことを確かめ，「水玉」を書くときに生かせることを話し合う。

２「水玉」を書くときのめあてを決め，めあてに気を付けて毛筆で書く。
	【関】自分のめあてを決め，意欲的に書こうとしている。

【知】３年生で学習したことを理解している。

【技】自分の決めためあてに気を付けて書いている。



	適宜
	しりょう

	
	はがきの書き方／
げんこう用紙の使い方

［教科書P42-43］
◎はがきの書き方や原稿用紙の使い方を知り，文字の大きさや書き出しの位置などに気を付けて書くことができる。［伝国(1)イ(イ)(ウ)(エ)，ウ(イ)，(2)ア･イ］

○原稿用紙の使い方を知り，文章を推敲しながら書くことができる。［Ｂ(1)ウ・オ，(2)エ］
	適宜
	１はがきの住所や宛名，差出人の名前を書く位置や文字の大きさを確かめて書く。

２原稿用紙の使い方を確かめて書く。
	【関】書く位置や文字の大きさに気を付けて書こうとしている。

【知】はがきの書き方や原稿用紙の使い方を理解している。

【技】文字の大きさや書き出しの位置などに気を付けて書いている。

	
	字形の整え方

［教科書P44］
◎字形の整え方を確かめることができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア］
	
	１字形を整えるために気を付けることを確かめる。

	【関】字形の整え方に気を付けて書こうとしている。

【技】確認したことを生かして，字形を整えて書いている。

	
	平がな／かたかな

［教科書P45］
◎平仮名や片仮名の書き方を確かめることができる。［伝国(2)ア］
	
	１平仮名・片仮名の筆使い，筆順，外形などを確かめる。

	【関】平仮名・片仮名の筆使い，筆順，外形などを確かめて書こうとしている。

【技】平仮名・片仮名の筆使い，筆順，外形などを確かめて書いている。

	
	一・二年生で学習した漢字

［教科書P46-47］
◎１・２年生で学習した漢字を確かめることができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	
	１１・２年生で学習した漢字の筆順や字形の整え方を確かめる。


	【関】漢字の筆順や字形の整え方を確かめて書こうとしている。

【技】漢字の筆順や字形の整え方を確かめて書いている。

	
	三年生で学習する漢字

［教科書P48-50］
◎３年生で学習する漢字を確かめることができる。［伝国(1)ウ(イ)，(2)ア･ウ］
	
	１３年生で学習する漢字の筆順や字形の整え方を確かめる。


	【関】漢字の筆順や字形の整え方を確かめて書こうとしている。

【技】漢字の筆順や字形の整え方を確かめて書いている。

	３月
	［もっと知りたい］筆ができるまで［教科書P55］
◎筆の作り方を知り，筆や毛筆学習への関心を高めることができる。［伝国(2)ウ］
	毛筆

１
	１教科書の写真や説明を見て,筆の作り方や材料を知る。


	【関】筆の作り方や材料に興味をもち，筆や毛筆学習への関心を高めている。

【知】筆の作り方や材料を理解している。
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